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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
有機顔料、該有機顔料に対して１～３０質量部に相当する量の酸価１５０～３００ｍｇＫ
ＯＨ／ｇのスチレンマレイン酸ハーフエステル樹脂、水溶性無機塩及び前記水溶性無機塩
を実質的に溶解しない水溶性溶剤の混合物を混練する工程、並びに、得られた混練物中に
残存している水溶性無機塩と水溶性溶剤とを除去する工程を含むことを特徴とする処理有
機顔料の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、処理有機顔料及びその用途に関する。より詳しくは、各種インキ、塗料はもと
より、液晶カラーフィルター用顔料分散レジスト組成物、インクジェット用インキ、液体
現像剤等の中で特に透明性やコントラスト比を求められる着色組成物としての利用を目的
とする処理有機顔料に関する。また、その用途して、高い透明性及び高いコントラスト比
を有するカラーフィルター用顔料分散レジスト組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
各種インキや塗料はもとより、最近ではカラーフィルターやインクジェット用インクとい
った高い透明性や高いコントラスト比が求められる分野においても、着色剤として有機顔
料が利用されはじめている。近年、より高い透明性やコントラスト比が要求されており、
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その実現のために有機顔料をより微細化することが必要となる。
【０００３】
有機顔料の微細化する方法としては、３本ロール、サンドミル、ボールミル等の通常の分
散機で微細化する方法がある。しかし、この方法では、主に有機顔料の二次粒子を一次粒
子にできるだけであって、一次粒子を更に細かくして高い透明性を得るには限界があった
。
【０００４】
この問題点を解決するために、有機顔料、水溶性無機塩及び水不溶性であり常温固体の合
成樹脂〔エポキシ樹脂、（メタ）アクリル樹脂（（メタ）アクリル酸及びそれらのエステ
ルと、６０モル％以下のスチレン、酢酸ビニル、無水マレイン酸等のラジカル重合性モノ
マーとの共重合体）〕を含有する混合物を、水溶性無機塩を実質的に溶解しない水溶性有
機溶剤で湿潤させ機械的に混練した後、水溶性無機塩と水溶性有機溶剤を除去し、乾燥し
て有機顔料を微細化するソルベントソルトミリング方法が提案されている（例えば、特許
文献１参照）
【０００５】
しかし、この特許文献１に記載されている合成樹脂を使用した場合は、有機顔料を一次粒
子より更に細かくすることは可能であるが、透明性やコントラスト比をより高く向上させ
るには限界があった。また、得られる顔料分散組成物の経時安定性も低下するという問題
も有していた。
【特許文献１】特開平０５－０４３７０４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
本発明の課題は、より高い透明性や高いコントラスト比が要求される分野に使用できる処
理有機顔料を提供することにある。更に、従来のものと比較して、透明性やコントラスト
比がより高いレベルにあるカラーフィルター用顔料分散レジスト組成物を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
本発明者らは、上記の課題を解決するために鋭意検討した結果、有機顔料、酸価１５０～
３００のスチレンマレイン酸ハーフエステル樹脂、水溶性無機塩及び上記水溶性無機塩を
実質的に溶解しない水溶性溶剤の混合物を混練した後、水溶性無機塩と水溶性溶剤とを除
去して得られる処理有機顔料を使用することにより、上記課題を全て解決し得ることを見
出し、本発明を完成するに至った。
【０００９】
本発明は、有機顔料、該有機顔料に対して１～３０質量部に相当する量の酸価１５０～３
００ｍｇＫＯＨ／ｇのスチレンマレイン酸ハーフエステル樹脂、水溶性無機塩及び上記水
溶性無機塩を実質的に溶解しない水溶性溶剤の混合物を混練する工程、並びに、得られた
混練物中に残存している水溶性無機塩と水溶性溶剤とを除去する工程を含む処理有機顔料
の製造方法に関する。
以下、本発明について更に詳細に説明する。
【００１０】
＜処理有機顔料＞
本発明の処理有機顔料は、有機顔料、該有機顔料に対して１～３０質量部の酸価１５０～
３００ｍｇＫＯＨ／ｇのスチレンマレイン酸ハーフエステル樹脂、水溶性無機塩及び上記
水溶性無機塩を実質的に溶解しない水溶性溶剤の混合物を混練した後、上記水溶性無機塩
と上記水溶性溶剤を除去して得られる処理有機顔料である。
【００１１】
先ず、本発明の処理有機顔料を得るために使用する材料について説明する。
本発明の処理有機顔料を得るための有機顔料としては、フタロシアニン系、アゾ系、キノ
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フタロン系、キナクリドン系、イソインドリン系、ベンズイミダゾロン系、ジケトピロロ
ピロール系、ペリレン系、ペリノン系、ジオキサジン系、ジアントラキノン系、アントラ
キノン系、ベンズイミダゾロン系、金属錯体系等の有機顔料が挙げられる。
【００１２】
具体的には、鮮明な色相と高い堅牢度を有する、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１９
、３８、４３、８８、１２２、１２３、１４４、１４９、１６６、１６８、１７７、１７
８、１７９、１８８、１９０、２０７、２０８、２０９、２１６、２２４、２２６、２４
２、２５４、２６４等の赤色系顔料；Ｃ．Ｉ．　Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：１、
１５：３、１５：４、１５：６、１６、２２、２９、６０、６４等の青色系顔料；Ｃ．Ｉ
．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ　７、１０、３６等の緑色系顔料；Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎ
ｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　２４、８１、８３、９３、９５、９７、１０８、１０９、１１０、１
１７、１２３、１２８、１３７、１３８、１３９、１５０、１５３、１５４、１６６、１
６８、１８０、１８５等の黄色系顔料；Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　１９、
２３、２９、３０、３１、３７、８８等の紫色系顔料；Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｏｒａ
ｎｇｅ３１、３８、４０、４３、６１、７１等の橙色系顔料等が挙げられる。
【００１３】
本発明では、処理有機顔料を得るために、スチレンマレイン酸ハーフエステル樹脂（スチ
レンマレイン酸モノエステル樹脂）が使用される。このような樹脂を用いて有機顔料をソ
ルトミリング処理した場合、透明性やコントラスト比をより高めることが可能となる。
【００１４】
上記スチレンマレイン酸ハーフエステル樹脂としては、スチレン－無水マレイン酸共重合
体（スチレン及び無水マレイン酸を共重合させたもの）とアルコールとの反応生成物を挙
げることができる。上記反応生成物は、無水マレイン酸における環の一部がアルコールに
よりエステル化されたもので、一方のカルボン酸基のみエステル化されている。エステル
化は常法によって行うことができる。
【００１５】
上記アルコールとしては、炭素数１～８の脂肪族アルコール、炭素数１～８の環状アルコ
ール、炭素数６～１０の芳香族アルコール等を挙げることができ、好ましくは炭素数１～
８の環状又は脂肪族アルコールであり、より好ましくは炭素数１～８の環状アルコールで
ある。また、上記アルコールは一価であることが好ましい。上記アルコールのなかでも、
２－ブトキシエタノール、シクロヘキサノール、ｎ－プロパノール、イソプロパノールが
特に好ましい。これらは、単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００１６】
上記スチレンマレイン酸ハーフエステル樹脂において、スチレンと無水マレイン酸の共重
合比（モル比）は３：１～１：１であることが好ましい。
上記スチレンマレイン酸ハーフエステル樹脂は、モノマーとして、スチレン及び無水マレ
イン酸以外に、更にその他の単量体を用いた共重合体であってもよい。
【００１７】
上記スチレンマレイン酸ハーフエステル樹脂のなかでも、スチレン及び無水マレイン酸の
共重合体とシクロヘキサノール及びイソプロパノールの両方とのエステル化反応生成物、
スチレン及び無水マレイン酸の共重合体と２－ブトキシエタノールとのエステル化反応生
成物が好ましく、前者が特に好ましい。この場合、本発明の効果を良好に得ることができ
る。
【００１８】
上記スチレンマレイン酸ハーフエステル樹脂の酸価は、酸価１５０～３００ｍｇＫＯＨ／
ｇである。上記範囲の酸価とすることにより、透明性やコントラスト比を高めることがで
きる。１５０ｍｇＫＯＨ／ｇ未満であると、透明性やコントラスト比が低下する傾向にあ
る。
なお、本明細書において、酸価は固形分１ｇあたりの酸価を意味し、ＪＩＳ　Ｋ　００７
０に準じ、電位差滴定法（例えば、ＣＯＭＴＩＴＥ（ＡＵＴＯ　ＴＩＴＲＡＴＯＲ　ＣＯ
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Ｍ－９００、ＢＵＲＥＴ　Ｂ－９００、ＴＩＴＳＴＡＴＩＯＮ　Ｋ－９００）、平沼産業
社製）によって測定した値をいう。
【００１９】
上記スチレンマレイン酸ハーフエステル樹脂の使用量は、有機顔料１００質量部に対して
１～３０質量部が好ましい。使用量が１質量部より少ないと効果が得られず、一方、３０
質量部より多いと流動性がとれなくなり有機顔料を処理しにくくなるので好ましくない。
【００２０】
本発明の処理有機顔料を得るために使用する水溶性無機塩としては、例えば、食塩（塩化
ナトリウム）、塩化カリウム、芒硝等が挙げられる。水溶性無機塩の硬さ及びコストの点
から食塩（塩化ナトリウム）を用いることが好ましい。
【００２１】
また、顔料の粒子径を一次粒子径よりも微細かつ均一にできる点から、上記水溶性無機塩
の粒子径は、好ましくは２００μｍ以下、より好ましくは５０μｍ以下である。
なお、本発明において、上記水溶性無機塩の粒子径は、レーザー回析式粒度測定法、測定
装置：ナノトラック（ＵＰＡ－ＥＸ１５０、日機装（株）社製）で測定した値である。
【００２２】
上記水溶性無機塩の使用量は、有機顔料の種類によって異なるが有機顔料１００質量部に
対して１００～３０００質量部であることが好ましく、より好ましくは５００質量部～１
５００質量部である。なお、有機顔料に対する水溶性無機塩の比率が大きいほど微細化効
果は高くなるが、有機顔料の処理量が少なくなり高いコストとなるので好ましくない。
【００２３】
本発明の処理有機顔料を得るために使用する水溶性溶剤としては、水溶性無機塩を実質的
に溶解しない水溶性溶剤であれば特に限定されないが、ソルベントソルトミリング時に温
度が上昇し、溶剤が蒸発し易い状態になるため、安全性の点から沸点が１２０℃以上の高
沸点の水溶性溶剤が好ましい。
このような水溶性溶剤としては、具体的には、２－メトキシエタノール、２－ブトキシエ
タノール、２－（イソペンチルオキシ）エタノール、２－（ヘキシルオキシ）エタノール
、１－メトキシ－２－プロパノール、１－エトキシ－２－プロパノール等のアルコキシア
ルコール類；ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、液体ポリエチレングリコ
ール、ジプロピレングリコール、低分子量ポリプロピレングリコール等のグリコール類；
ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、
ジエチレングリコールモノブチルエーテル、、トリエチレングリコールモノメチルエーテ
ル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、ジプロピレングリコールモノエチルエ
ーテル等のエーテル類等が挙げられる。
【００２４】
上記水溶性溶剤の使用量は、有機顔料１００質量部に対して３０～５００質量部であるこ
とが好ましい。
なお、本発明の処理有機顔料を得るためには、上記の材料以外に、必要に応じて顔料分散
剤、顔料誘導体等を使用することも可能である。
【００２５】
次に、上記処理有機顔料を得るための材料を使用して、処理有機顔料を得る製造方法につ
いて説明する。
本発明の処理有機顔料の製造方法としては、例えば、混練装置に、有機顔料、酸価１５０
～３００のスチレンマレイン酸モノエステル樹脂、水溶性無機塩、水溶性無機塩を実質的
に溶解しない水溶性溶剤及び必要に応じて他の添加剤を入れ、処理温度を１２０℃以下（
有機顔料を微細化する効率から）、好ましくは２０～７０℃とし、２～２０時間程度（有
機顔料の種類、食塩の粒子径により異なる）処理（混練）した後、温水を加えスラリー状
とし、それをフィルタープレス等のろ過機でろ過・水洗することにより残存している水溶
性無機塩と水溶性溶剤の除去を行い、その後、乾燥機で乾燥させる方法等が挙げられる。
【００２６】
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上記混練装置としては、有機顔料を機械的に摩砕できる装置であればよく、例えば、ニー
ダー、スーパーミキサー、トリミックス、ＫＣＫミル等が挙げられる。
【００２７】
＜顔料分散組成物＞
次に、本発明の顔料分散組成物について説明する。
本発明の顔料分散組成物は、上記処理有機顔料を顔料分散剤を用いて分散媒体に分散させ
たものである。
【００２８】
本発明の顔料分散組成物を構成する顔料分散剤としては、上記処理有機顔料を分散する効
果があればよく、従来から使用されている公知のものが使用できる。具体的には、ポリエ
ステル系高分子顔料分散剤、アクリル系高分子顔料分散剤、ポリウレタン系高分子顔料分
散剤、顔料誘導体、カチオン系界面活性剤、ノニオン系界面活性剤、アニオン系界面活性
剤、カルボジイミド系顔料分散剤等が挙げられる。これらの顔料分散剤は、処理有機顔料
の種類、顔料分散組成物に使用する分散媒体等に応じて適宜選択される。また、これらの
顔料分散剤は、単独で用いてもよく、また、２種以上組み合わせて用いてもよい。
上記顔料分散剤の使用量は、上記処理有機顔料１００質量部（使用処理有機顔料の合計）
に対して、３質量部以上が好ましく、また、１００質量部以下がより好ましい。
【００２９】
本発明の顔料分散組成物を構成する分散媒体としては、例えば、有機系分散媒体、水性分
散媒体が挙げられる。
上記有機系分散媒体としては、エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコ
ールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコ
ールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコ
ールモノエチルエーテル等の（ポリ）アルキレングリコールモノアルキルエーテル類；エ
チレングリコールモノメチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノエチルエーテ
ルアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート等の（ポリ）アルキ
レングリコールモノアルキルエーテルアセテート類；ジエチレングリコールジエチルエー
テル、ジエチレングリコールメチルエチルエーテル、テトラヒドロフラン等のエーテル類
；メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン、シクロヘキサノン、２－ヘプタノン、
３－ヘプタノン等のケトン類；２－ヒドロキシプロピオン酸メチル、２－ヒドロキシプロ
ピオン酸エチル等の乳酸アルキルエステル類；２－ヒドロキシ－２－メチルプロピオン酸
エチル、３－メチル－３－メトキシブチルプロピオネート、３－メトキシプロピオン酸メ
チル、３－エトキシプロピオン酸エチル、エトキシ酢酸エチル、ヒドロキシ酢酸エステル
、酢酸エチル、酢酸ｎ－ブチル、酢酸イソブチル、プロピオン酸ｎ－ブチル、アセト酢酸
メチル、蟻酸ｎ－アミル、ピルビン酸エチル等のエステル類；トルエン、キシレン等の芳
香族炭化水素類；ｎ－メチルピロリドン、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメ
チルアセトアミド等のアミド類、イソプロピルアルコール、ノルマルプロピルアルコール
等のアルコール類等が挙げられる。なお、これらの有機系分散媒体は、単独で又は２種以
上を混合して使用することができる。
【００３０】
また、上記水性分散媒体（水性溶媒）としては、水のみであってもよく、水混和性の有機
系分散媒体との併用であってもよい。
本発明の顔料分散組成物には、顔料誘導体等の添加剤を加えることもできる。
【００３１】
本発明の顔料分散組成物の製造方法としては、例えば、上記処理有機顔料、顔料分散剤、
分散媒体、及び必要に応じてその他の添加剤等からなる混合物をロールミル、高速攪拌装
置、ビーズミル、ボールミル、サンドミル、超音波分散機、高圧分散機等を用いて混練し
、分散処理することにより顔料分散組成物を得ることができる。この製造方法は、本発明
の好ましい形態の一例であり、本発明はこれに限定されるものではない。
【００３２】
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＜カラーフィルター用顔料分散レジスト組成物＞
最後に、本発明の処理有機顔料の一用途であるカラーフィルター用顔料分散レジスト組成
物について説明する。
本発明のカラーフィルター用顔料分散レジスト組成物は、上記顔料分散組成物を含有する
ものである。
【００３３】
本発明のカラーフィルター用顔料分散レジスト組成物は、活性エネルギー線硬化性を有し
、アルカリ現像可能なレジスト組成物であり、処理有機顔料、顔料分散剤、皮膜形成樹脂
、光重合性化合物、光重合開始剤、溶剤から主として構成され、必要に応じて増感剤、重
合禁止剤等の各種添加剤を適宜含有されているものである。
【００３４】
上記カラーフィルター用顔料分散レジスト組成物に使用する処理有機顔料としては、上述
したものが挙げられ、鮮明な色相を有する皮膜を形成するために、高級有機顔料の処理顔
料を利用することが好ましい。
上記処理有機顔料の使用量は、カラーフィルター用顔料分散レジスト組成物中の全固形分
に対して質量分率で、５～８０質量％であることが好ましい。
また、顔料分散剤としても上述したものが挙げられる。
【００３５】
本発明のカラーフィルター用顔料分散レジスト組成物を構成する皮膜形成樹脂としては、
例えば、アクリル酸、メタクリル酸、イタコン酸、マレイン酸、無水マレイン酸、マレイ
ン酸モノアルキルエステル、シトコラン酸、無水シトコラン酸、シトコラン酸モノアルキ
ルエステル等のカルボキシル基含有不飽和単量体と、スチレン、２－ヒドロキシエチルア
クリレート、２－ヒドロキシエチルメタクリレート、アリルアクリレート、アリルメタク
リレート、ベンジルアクリレート、ベンジルメタクリレート、グリセロールモノアクリレ
ート、グリセロールメタクリレート、Ｎ－フェニルマレイミド、ポリスチレンマクロモノ
マー及びポリメチルメタクリレートマクロモノマーからなる群より選択される少なくとも
１種とを反応させて得られる共重合体であるカルボキシル基を有するアルカリ可溶性樹脂
が例示でき、これらは単独又は併用して使用できる。
【００３６】
本発明のカラーフィルター用顔料分散レジスト組成物を構成する光重合性化合物としては
、光重合性不飽和結合を有するモノマー、オリゴマー等を挙げることができる。
具体的には、光重合性不飽和結合を分子内に１個有するモノマーとしては、例えば、メチ
ルメタアクリレート、ブチルメタアクリレート、２－エチルヘキシルメタクリレート、メ
チルアクリレート、ブチルアクリレート、２－エチルヘキシルアクリレート等のアルキル
メタクリレート又はアクリレート；ベンジルメタクリレート、ベンジルアクリレート等の
アラルキルメタクリレート又はアクリレート；ブトキシエチルメタクリレート、ブトキシ
エチルアクリレート等のアルコキシアルキルメタクリレート又はアクリレート；Ｎ，Ｎ－
ジメチルアミノエチルメタクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルアクリレート等の
アミノアルキルメタクリレート又はアクリレート；ジエチレングリコールモノエチルエー
テル、トリエチレングリコールモノブチルエーテル、ジプロピレングリコールモノメチル
エーテル等のポリアルキレングリコールモノアルキルエーテルのメタクリル酸エステル又
はアクリル酸エステル；ヘキサエチレングリコールモノフェニルエーテル等のポリアルキ
レングリコールモノアリールエーテルのメタクリル酸エステル又はアクリル酸エステル；
イソボニルメタクリレート又はアクリレート；グリセロールメタクリレート又はアクリレ
ート；２－ヒドロキシエチルメタクリレート又はアクリレート等が例示できる。
【００３７】
光重合性不飽和結合を分子内に２個以上有するモノマーとしては、例えば、ビスフェノー
ルＡジメタクリレート、１，４－ブタンジオールジメタクリレート、１，３－ブチレング
リコールジメタクリレート、ジエチレングリコールジメタクリレート、グリセロールジメ
タクリレート、ネオペンチルグリコールジメタクリレート、ポリエチレングリコールジメ
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タクリレート、ポリプロピレングリコールジメタクリレート、テトラエチレングリコール
ジメタクリレート、トリメチロールプロパントリメタクリレート、ペンタエリスルトール
トリメタクリレート、ペンタエリスリトールテトラメタクリレート、ジペンタエリスリト
ールテトラメタクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサメタクリレート、ジペンタエ
リスリトールペンタメタクリレート、ビスフェノールＡジアクリレート、１，４－ブタン
ジオールジアクリレート、１，３－ブチレングリコールジアクリレート、ジエチレングリ
コールジアクリレート、グリセロールジアクリレート、ネオペンチルグリコールジアクリ
レート、ポリエチレングリコールジアクリレート、ポリプロピレングリコールジアクリレ
ート、テトラエチレングリコールジアクリレート、トリメチロールプロパントリアクリレ
ート、ペンタエリスルトールトリアクリレート、ペンタエリスリトールテトラアクリレー
ト、ジペンタエリスリトールテトラアクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサアクリ
レート、ジペンタエリスリトールペンタアクリレート等が例示できる。
【００３８】
上記光重合性不飽和結合を有するオリゴマーとしては、上記モノマーを適宜重合させて得
られたものを用いることができる。
これらの光重合性化合物は、単独で又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００３９】
本発明のカラーフィルター用顔料分散レジスト組成物を構成する光重合開始剤としては、
特に限定されないが、例えば、ベンゾフェノン、Ｎ，Ｎ′－テトラエチル－４，４′－ジ
アミノベンゾフェノン、４－メトキシ－４′－ジメチルアミノベンゾフェノン、ベンジル
、２，２－ジエトキシアセトフェノン、ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾ
インイソブチルエーテル、ベンジルジメチルケタール、α－ヒドロキシイソブチルフェノ
ン、チオキサントン、２－クロロチオキサントン、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニ
ルケトン、ｔ－ブチルアントラキノン、１－クロロアントラキノン、２，３－ジクロロア
ントラキノン、３－クロル－２－メチルアントラキノン、２－エチルアントラキノン、１
，４－ナフトキノン、１，２－ベンゾアントラキノン、１，４－ジメチルアントラキノン
、２－フェニルアントラキノン、トリアジン系光重合開始剤等が挙げられる。これらの光
重合開始剤は単独で又は２種以上を組み合わせて用いられる。
【００４０】
本発明のカラーフィルター用顔料分散レジスト組成物を構成する溶剤としては、上記に挙
げた分散媒体と同様のもので、好ましくは、常圧（１．０１３×１０２ｋＰａ）における
沸点が１００～２２０℃のエステル系有機溶剤、エーテル系有機溶剤、エーテルエステル
系有機溶剤、ケトン系有機溶剤、芳香族炭化水素溶剤及び含窒素系有機溶剤等である。
【００４１】
このような有機溶剤としては、具体的には、エチレングリコールモノメチルエーテル、エ
チレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノイソプロピルエーテル、
エチレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジ
エチレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プ
ロピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノブチルエーテル、ジ
エチレングリコールジエチルエーテル、ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジエチ
レングリコールメチルエチルエーテル等のエーテル系有機溶剤；エチレングリコールモノ
メチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、エチレ
ングリコールモノブチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテル
アセテート、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート等のエーテルエステル
系有機溶剤；メチルイソブチルケトン、シクロヘキサノン、２－ヘプタノン、δ－ブチロ
ラクトン等のケトン系有機溶剤；２－ヒドロキシプロピオン酸メチル、２－ヒドロキシプ
ロピオン酸エチル、２－ヒドロキシ－２－メチルプロピオン酸エチル、３－メチル－３－
メトキシブチルプロピオネート、３－メトキシプロピオン酸メチル、３－メトキシプロピ
オン酸エチル、３－エトキシプロピオン酸メチル、３－エトキシプロピオン酸エチル、エ
トキシ酢酸エチル、ヒドロキシ酢酸エチル、蟻酸ｎ－アミル等のエステル系有機溶剤；；
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Ｎ－メチルピロリドン、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド
等の含窒素系有機溶剤等を例示でき、単独で又は２種以上を混合して使用することができ
る。
【００４２】
これらの有機溶剤の中でも、溶解性、分散性、塗布性等の点で、ジエチレングリコールジ
メチルエーテル、ジエチレングリコールメチルエチルエーテル、エチレングリコールモノ
メチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート、プロ
ピレングリコールモノエチルエーテルアセテート、シクロヘキサノン、２－ヘプタノン、
２－ヒドロキシプロピオン酸エチル、３－メチル－３－メトキシブチルプロピオネート、
３－メトキシプロピオン酸エチル、３－エトキシプロピオン酸メチル、蟻酸ｎ－アミル等
が好ましく、より好ましくはプロピレングリコールモノメチルエーテルアセテートである
。
【００４３】
更に、これらの有機溶剤は、２種以上用いる場合、上記アルカリ可溶性樹脂の溶解性、顔
料分散性、塗布性等より、本発明のカラーフィルター用顔料分散レジスト組成物に使用さ
れる全溶剤中５０質量％以上であることが好ましく、７０質量％以上含有させることがよ
り好ましい。
【００４４】
なお、沸点が２２０℃を超える有機溶剤を多量に含有していると、塗布形成された塗膜を
プレベークする際に有機溶剤が充分に蒸発せずに乾燥塗膜内に残存し、乾燥塗膜の耐熱性
が低下するおそれがある。また、沸点１００℃未満の有機溶剤を多量に含有していると、
ムラなく均一に塗布することが困難になり、表面平滑性に優れた塗膜が得られなくなるお
それがある。
【００４５】
更に、本発明のカラーフィルター用顔料分散レジスト組成物には、必要に応じて、上述し
たもの以外のその他の光重合性化合物、熱重合禁止剤、紫外線吸収剤、酸化防止剤等の各
種添加剤を適宜使用することができる。
【００４６】
以上の構成材料を用いて本発明のカラーフィルター用顔料分散レジスト組成物を製造する
方法としては、例えば、顔料分散組成物に、目的に応じて、光重合性化合物、光重合開始
剤、皮膜形成樹脂、有機溶剤、その他添加剤を加え、攪拌装置等を用いて攪拌混合する方
法が利用できるが、この製造方法は、本発明の好ましい実施形態の一例であり、本発明で
はこれに限定されるものではない。
【発明の効果】
【００４７】
本発明の処理有機顔料は、上述した構成からなるので、これを用いたカラーフィルター用
顔料分散レジスト組成物において、透明性やコントラスト比をより高いレベルに向上させ
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４８】
以下に実施例をあげて本発明を更に詳細に説明するが、本発明はこれらの実施例のみに限
定されるものではない。なお、特に断りのない限り、「％」は「質量％」を意味し、「部
」は「質量部」を意味する。
【００４９】
＜処理顔料＞
（実施例１）
ニーダー（商品名：ＫＨＤ－２、井上製作所社製）のタンクに、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッ
ド２５４の１００質量部、酸価２７０ｍｇＫＯＨ／ｇのスチレン及び無水マレイン酸の共
重合体とシクロヘキサノール及びイソプロパノールとのエステル化反応生成物（商品名：
ＳＭＡ１７３５２、ＳＡＲＴＯＭＥＲ社製）の５質量部（固形分質量部）、一次粒子径１
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０μｍの塩化ナトリウムの１０００質量部、ジエチレングリコールの２４０質量部を投入
し、７５℃で１０時間混練しソルトミリングを行った。次に得られた混練物１３００質量
部を４リットルの温水に投入し、７０℃に加熱しながら１時間攪拌しスラリー状とし、ろ
過、水洗を繰り返し塩化ナトリウム及びジエチレングリコールを除いた後、６０℃にて１
２時間乾燥し、実施例１の処理ピグメントレッド２５４を得た。
【００５０】
（実施例２）
ＳＭＡ１７３５２の使用量を１０質量部に変更した以外は、実施例１と同様にして実施例
２の処理ピグメントレッド２５４を得た。
【００５１】
（実施例３）
ＳＭＡ１７３５２の使用量を２０質量部に変更した以外は、実施例１と同様にして実施例
３の処理ピグメントレッド２５４を得た。
【００５２】
（実施例４）
ＳＭＡ１７３５２を５質量部使用する代わりに、酸価１８５ｍｇＫＯＨ／ｇのスチレン及
び無水マレイン酸の共重合体と２－ブトキシエタノールとのエステル化反応生成物（商品
名：ＳＭＡ１４４０Ｆ、ＳＡＲＴＯＭＥＲ社製）を２０質量部使用した以外は、実施例１
と同様にして実施例４の処理ピグメントレッド２５４を得た。
【００５３】
（比較例１）
ＳＭＡ１７３５２の使用量を０質量部に変更した（ＳＭＡ１７３５２を使用しなかった）
以外は、実施例１と同様にして比較例１の処理ピグメントレッド２５４を得た。
【００５４】
（比較例２）
ＳＭＡ１７３５２を５質量部使用する代わりに、酸価２８０ｍｇＫＯＨ／ｇのスチレン無
水マレイン酸樹脂（商品名：ＳＭＡ３０００、ＳＡＲＴＯＭＥＲ社製）を１０質量部使用
した以外は、実施例１と同様にして比較例２の処理ピグメントレッド２５４を得た。
【００５５】
（比較例３）
ＳＭＡ１７３５２を５質量部使用する代わりに、スチレンアクリル樹脂（商品名：ジョン
クリル６８２、ジョンソンポリマー社製）を１０質量部使用した以外は、実施例１と同様
にして比較例３の処理ピグメントレッド２５４を得た。
【００５６】
＜顔料分散組成物＞
実施例１～４の処理ピグメントレッド２５４、比較例１～３の処理ピグメントレッド２５
４を表１の組成で、ビーズミルで一昼夜、６０℃の温度で混練し、実施例１～４及び比較
例１～３の顔料分散組成物を得た。尚、組成を表す数値の単位は、質量部である。
【００５７】
（カルボジイミド系顔料分散剤）
還流冷却管、窒素ガス導入管、攪拌棒、温度計を備えた四つ口フラスコに、イソシアネー
ト基を有するカルボジイミド当量３１６のポリカルボジミド化合物の７６質量部、Ｎ－メ
チルジエタノールアミン２２．２質量部を仕込み、約１００℃で２時間保持して、イソシ
アネート基と水酸基を反応させた。次いでカルボキシル基を有する分子量２０００のポリ
カプロラクトン２４６．３質量部、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート
５１６．８質量部を仕込み、約８０℃で２時間保持してカルボジイミド基とカルボキシル
基とを反応させて、固形分４０質量％のカルボジイミド系顔料分散剤を得た。
【００５８】
（アルカリ可溶性樹脂）
ＢＭＭ／ＭＡＡ共重合体（ベンジルメタクリレート／メタクリル酸共重合体、酸価：１２
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【００５９】
（有機溶剤）
ＰＧＭＥＡ（プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート）
（顔料誘導体）
赤色顔料のスルホン酸誘導体
【００６０】
＜カラーフィルター用顔料分散レジスト組成物＞
実施例１～４、比較例１～３の顔料分散組成物と他の材料とを表２の組成になるように高
速攪拌機を用いて均一に混合した後、孔径３μｍのフィルターでろ過し、実施例１～４及
び比較例１～３のカラーフィルター用顔料分散レジスト組成物を得た。
尚、組成を表す数値の単位は、質量部である。
【００６１】
（アルカリ可溶性樹脂）
ＢＭＭ／ＭＡＡ共重合体（ベンジルメタクリレート／メタクリル酸共重合体、酸価：１２
０ＫＯＨｍｇ／ｇ、重量平均分子量：２５，０００）
（光重合性化合物）
ＤＰＥＨＡ（ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート）
【００６２】
（光重合開始剤）
イルガキュア９０７（チバ・スペシャリティ・ケミカルズ社製、２－メチル－１［４－（
メチルチオ）フェニル］－２－モルフォリノプロパン－１－オン
（有機溶剤）
ＰＧＭＥＡ（プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート）
【００６３】
〔評価〕
＜粘度＞
実施例１～４及び比較例１～３の顔料分散組成物について、Ｂ型粘度計（トキメック社製
）を用いて２５℃における粘度を測定した。
【００６４】
＜経時安定性＞
実施例２及び比較例３の顔料分散組成物について、Ｂ型粘度計（トキメック社製）を用い
て６０℃１日保存後の粘度（２５℃）を測定し経時安定性を調べた。
【００６５】
＜カラーフィルター用顔料分散レジスト組成物のコントラスト＞
実施例１～４及び比較例１～３のカラーフィルター用顔料分散レジスト組成物をスピンコ
ーターを用いて膜厚が２．５μｍになるようにガラス基板上に塗布し、１００℃で３分間
プレベークした後、高圧水銀灯で露光し、更に２３０℃で３０分間ポストベークした。
次いで、レジスト組成物が塗布されたガラス基板を２枚の偏光板（日東電工社製、型番：
ＳＥＧ１２２４Ｄｕ）で挟み、蛍光灯（波長範囲３８０～７８０ｎｍ）で照射しつつ前面
側の偏光板を回転させ、前面側の偏光板と後面側の偏光板の偏光面が平行であるとき及び
直角であるときの透過する光強度を色彩輝度計（トプコン社製、ＢＭ－５Ａ）で測定した
。前面側の偏光板と後面側の偏光板の偏光面が平行であるときの輝度と、前面側の偏光板
と後面側の偏光板の偏光面が直角であるときの輝度との比をコントラスト比として評価し
た。
コントラスト比＝（前面側の偏光板と後面側の偏光板の偏光面が平行であるときの輝度／
前面側の偏光板と後面側の偏光板の偏光面が直角であるときの輝度）。
【００６６】
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【表１】

【００６７】
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【表２】

【００６８】
表１から、スチレンマレイン酸ハーフエステル樹脂を使用した顔料分散組成物（実施例２
）は経時安定性に優れていたのに対し、スチレンアクリル樹脂を使用したもの（比較例３
）は劣っていた。
表２から、スチレンマレイン酸ハーフエステル樹脂を使用したレジスト組成物（実施例）
は高いコントラスト比を有していたのに対し、この樹脂を使用しなかったもの、スチレン
無水マレイン酸樹脂を使用したもの、スチレンアクリル樹脂を使用したもの（比較例）は
は低いコントラスト比であった。
【産業上の利用可能性】



(13) JP 5307361 B2 2013.10.2

【００６９】
本発明の処理有機顔料は、各種インキ、塗料、カラーフィルター、インクジェット用イン
ク等に適用することができる。
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